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（２）第2回目ワークショップの記録 

①プログラム

１．開会（10 分）13:00〜13:10 

２．まち歩きの振り返り（10 分）13:10〜13:20 

３．ゾーニング素案等の紹介（45 分）13:20〜14:05 

①ジャンクション蓋かけ上部空間等の利用条件／国土交通省（15 分）

②ゾーニング素案について／アーバンデザイン専門家（15分）

③グループワークの説明／メインファシリテーター（5 分）

④休憩（10 分）

４．グループワーク（６グループに分かれて実施）（125 分）14:05〜16:10 

①ゾーニングの「考え方」の確認と大切にしたいポイントの整理（15 分）

②５つのゾーニングの配置や区分を確認し、仮決めする（10 分）

③ゾーンごとに「施設や空間のイメージ」「活用（アクティビティ）イメージ」を検討す

る（70 分） 

④改めて全体のゾーニングに立ち戻り、配置や区分を確認する（15分）

⑤まとめ（5 分）

※グループワーク中の休憩は適宜とる（10分程度） 

５．まとめ（50 分）16:10〜17:00 

①発表（30 分）

②まとめ（15 分）

③閉会（5分）
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②ゾーニング素案等の紹介

＜ジャンクション蓋かけ上部空間等の利用条件／国土交通省＞
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